
第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 第７回長岡市文化財保存活用地域計画策定協議会 

２ 開催日時 令和８年２月24日(火) 14:00〜16:00 

３ 開催場所 さいわいプラザ４階 教育委員会会議室 

４ 出席者名 協議会委員 

平山委員長、飯島副委員長、田中委員、新野委員、松井委員 

宮下委員、佐藤（敏）委員、小林委員、萬歳委員（三ツ井副参事

代理） 

中村委員、岩本委員、野澤委員、有賀委員、佐藤（陽）委員 

 

委員以外の出席者 

(事務局＝科学博物館) 

金垣教育部参事（科学博物館長）、五井館長補佐、鳥居係長 

丸山主査 

５ 欠席者名 西山委員 

６ 議題 ・各種意見に対する修正について 

・今後のスケジュールについて 

７ 審議結果の概要 概要を事務局より報告 

８ 審議の内容 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

・各種意見に対する修正について 

昔話は無形民俗文化財に含まれると考える。県の「記録作成等の措

置を講ずべき無形民俗文化財」という調査では、昔話の伝承者とい

うカテゴリになっている。文化庁の分類の中でも、昔話は口頭伝承

として定義されているので、修正をお願いしたい。 

 

文化庁に確認して修正する。 

 

機那サフラン酒製造本舗などの登録名称に「旧」がついていない箇

所がある。 

 

確認して修正する。 

 



 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

・今後のスケジュールについて 

この計画の概要版は作成するのか。 

 

認定後に作成する予定でいる。 

 

計画策定で終わりにならないようにしていただきたい。 

また、専門家だけではなく、一般市民に行き渡るよう工夫していた

だきたい。 

 

新たな協議会を組織として立ち上げ、状況を見ながら実行していき

たい。 

ＰＲについては、国の補助制度もあると聞いているので、活用して

市民に向けて周知していきたい。 

 

実施計画はあるが、現時点では具体的なものは実施できない。どの

ように具体的に進めていくのか、市民に意見をいただきながら進め

ていただきたい。 

また、できるだけ速やかに次の段階へと進めていただきたい。 

 

１年間空くイメージではあるが、できるだけ連続して行っていきた

い。財政面で厳しい時期ではあるが、市長を含め意見交換し、議論

を進めていきたい。 

 

 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


